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1. 平成29年12月期第2四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第2四半期 310,837 15.9 18,351 16.8 18,980 53.5 11,422 38.7

28年12月期第2四半期 268,117 △9.5 15,717 △37.9 12,366 △48.3 8,235 △49.3

（注）包括利益 29年12月期第2四半期　　459百万円 （101.0％） 28年12月期第2四半期　　△44,300百万円 （△268.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第2四半期 71.24 ―

28年12月期第2四半期 51.37 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年12月期第2四半期 878,424 352,727 39.3

28年12月期 902,990 355,044 38.6

（参考）自己資本 29年12月期第2四半期 345,649百万円 28年12月期 348,750百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― 26.00 ― 26.00 52.00

29年12月期 ― 31.00

29年12月期（予想） ― 31.00 62.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

29年12月期第２四半期末配当金の内訳 普通配当26円 記念配当５円

29年12月期期末配当金（予想）の内訳 普通配当26円 記念配当５円

詳細は、平成29年８月10日発表の「『創立100周年記念配当』剰余金の配当（中間配当）および期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 660,000 10.7 50,000 18.2 48,000 22.7 30,000 59.7 187.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期2Q 169,549,081 株 28年12月期 169,549,081 株

② 期末自己株式数 29年12月期2Q 9,209,786 株 28年12月期 9,208,651 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期2Q 160,339,885 株 28年12月期2Q 160,341,694 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が作成した見通しであり、実際の業績は、今後の様々な要因によっ
て予想数値と異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１） 連結経営成績に関する定性的情報 

 

海外生産拠点である「ヨコハマタイヤ フィリピン INC.（YOKOHAMA TIRE PHILIPPINES, INC.）」において、

平成29年５月14 日に発生した火災につきましては、地域の皆様をはじめ、お客様、行政及び関係各方面に

多大なるご迷惑、ご心配をおかけいたしましたことをあらためて深くお詫び申しあげます。 

早期の復旧に向けて、全社一丸となって真摯に取り組んでまいります。  

 

当第２四半期連結累計期間（平成29年１月１日～平成29年６月30日）における当社グループをとり巻く

環境は、国内では、個人消費の回復及び輸出の増加など企業活動の持ち直しが続き、景気は緩やかに回復し

ました。 

一方、海外においても、米国では引き続き良好な個人消費等による景気回復が持続しており、また、欧州で

も英国に先行き不透明感が残るものの、総じて緩やかな回復が継続しました。 

加えて、中国でも、昨年からの経済対策等により景気は底堅く推移しています。 

国内のタイヤ業界においては、新車用タイヤ、市販用タイヤ共に前年を上回るなど好調に推移しました。 

こうした状況の中、当社グループは、販売力の強化、業務の効率化、コスト削減、タイヤのメーカー出荷価

格改定などに取り組み、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は3,108億37百万円（前年同期比15.9％増）

となりました。 

また、連結営業利益は、183億51百万円（前年同期比16.8％増）となり、連結経常利益は189億80百万円

（前年同期比53.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は114億22百万円（前年同期比38.7％増）と

なりました。 

なお、火災による固定資産やたな卸資産の滅失損失及び異常操業損失等の損失金額は、当第２四半期連結累

計期間（平成29年１月１日から平成29年６月30日まで）においては特別損失に22億円を計上しており、

通期の連結業績においては50億円程度を見込んでおります。 

 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

① タイヤ 

売上高は、2,214億58百万円（前年同期比6.4％増）で、当社の総売上高の71.2％を占めております。 

新車用タイヤの販売は堅調で、特に、北米、中国において、好調に推移しました。 

市販用タイヤの販売では、国内においては、グローバル・フラッグシップブランド「ADVAN（アドバン）」

シリーズのハイパフォーマンス・スポーティー・タイヤ「ADVAN FLEVA V701（アドバン・フレバ・ブイナ

ナマルイチ）」、ミニバン専用タイヤ｢BluEarth RV-02（ブルーアース・アールブイ・ゼロツー）｣の新サイ

ズ追加など、高付加価値商品の販売を中心に好調で、販売量、売上高ともに前年を上回りました。 

また、海外でも、北米、欧州、ロシアを中心に好調に推移しました。 

 

② ＭＢ(マルチプル・ビジネスの略） 

売上高は、550億47百万円（前年同期比2.3％減）で、当社の総売上高の17.7％を占めております。 

ホース配管事業は、中国及び国内での建機市場の回復等により、売上高は前年同期を上回りました。 

工業資材事業では、海外でのコンベヤベルトの販売は好調でしたが、海洋商品が低調で、売上高は前年

を下回りました。 

ハマタイト・電材事業は、海外における自動車用接着剤等の販売が好調で、売上高は前年同期を上回り

ました。 

航空部品事業では、民間航空機向けが低調で、売上高は前年同期を下回りました。 
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③ ＡＴＧ 

売上高は、303億46百万円で、当社の総売上高の9.8％を占めております。 

農業機械用・産業車両用タイヤを始めとするオフハイウェイタイヤは、穀物価格の下落等による農業

用機械の需要低迷が続いているものの、一部に回復の兆しも見られ、新車用タイヤ、市販用タイヤの売

上高は、想定どおりに推移しました。 

 

（２） 連結財政状態に関する定性的情報 

 

当第２四半期末における総資産は8,784億24百万円となり、前期末に比べ245億65百万円減少しました。

これは、主に売上債権が減少したことによるものです。 

負債は5,256億97百万円となり、前期末に比べ222億48百万円減少しました。これは、主に有利子負債が

減少したことによるものです。 

純資産合計は、3,527億27百万円となり、前期末に比べ23億17百万円減少しました。これは、主に株価

及び為替相場変動の影響等によりその他の包括利益累計額が減少したことによるものです。 

 

（３） 連結業績予想に関する定性的情報 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成29年12月期（平成29年１月１日～平成29年12月31日）における通

期連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日発表の「通期連結業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照ください。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 

該当する事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 

該当する事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 

該当する事項はありません。 

 

（４）追加情報 

 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を

第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
  至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
  至 平成29年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 12,087 17,307 

  減価償却費 15,356 17,195 

  のれん償却額 ― 2,189 

  火災損失 ― 2,200 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,329 209 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △137 743 

  受取利息及び受取配当金 △1,202 △1,382 

  支払利息 1,209 1,574 

  為替差損益（△は益） 1,120 893 

  固定資産除売却損益（△は益） 278 △527 

  売上債権の増減額（△は増加） 29,053 12,486 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △4,065 △12,457 

  仕入債務の増減額（△は減少） △7,552 △347 

  その他 △10,826 △16,860 

  小計 36,652 23,225 

  利息及び配当金の受取額 1,110 1,379 

  利息の支払額 △1,216 △1,544 

  法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,936 △3,826 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 34,609 19,233 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の払戻による収入 2 2,813 

  定期預金の預入による支出 △1,033 △468 

  有形固定資産の取得による支出 △14,471 △19,711 

  有形固定資産の売却による収入 403 1,592 

  無形固定資産の取得による支出 △558 △543 

  投資有価証券の取得による支出 △14 △11 

  貸付けによる支出 △83 △193 

  貸付金の回収による収入 96 168 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出 

― △2,352 

  その他 171 133 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △15,487 △18,572 
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                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
  至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
  至 平成29年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） △30,384 2,608 

  
コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少） 

△13,000 2,000 

  長期借入れによる収入 29,990 9,260 

  長期借入金の返済による支出 △4,739 △17,969 

  自己株式の取得による支出 △0 △2 

  配当金の支払額 △4,172 △4,169 

  その他 △568 △717 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △22,876 △8,989 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,700 △1,360 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,454 △9,689 

現金及び現金同等物の期首残高 41,084 54,784 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少） 

2,419 1,095 

現金及び現金同等物の四半期末残高 34,048 46,191 
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(４) 継続企業の前提に関する注記

該当する事項はありません。

(５) セグメント情報等

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 

（注）１．「その他」の区分は、スポーツ用品の販売等であります。

２．セグメント間取引消去によるものです。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当する事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年６月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 

（注）１．「その他」の区分は、スポーツ用品の販売等であります。

２．セグメント間取引消去によるものです。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　　（セグメント区分の変更）

　　　　前第３四半期連結会計期間において、Alliance Tire Groupを連結の範囲に含めたことにより、新たな報告

　　　セグメントとして「ＡＴＧ」を新設しております。この事業区分の新設は、中期経営計画の事業戦略に沿った

　　　当社グループの経営管理の実態を適正に表示するためのものであります。これにより、当社の報告セグメント

　　　は従来からの当社グループが営む事業を種類別に管理する報告セグメントである「タイヤ」、「ＭＢ」に「Ａ

　　　ＴＧ」を加えた３セグメントで構成されております。

　　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　該当する事項はありません。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当する事項はありません。

（７）重要な後発事象

該当する事項はありません。

18,35117,860 554 18,415 △ 64

30,354 310,83713,088 320,636 △ 9,798307,547

外部顧客への売上高 221,458 55,047 30,346

セグメント間の内部売上高
又は振替高

631

計 222,090 55,103

306,852

56 7 695

セグメント利益 13,149 3,225 1,486

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

15,580

3,984

△ 9,798 ― 

310,837 ― 

9,103 9,798

310,837

△ 60 15,717

報告セグメント
その他
（注１）

計

15,778

タイヤ ＭＢ ＡＴＧ

12,077

265,431

― 

― 

売上高

セグメント利益 3,503 ― 198

合計
調整額
(注２）

セグメント間の内部売上高
又は振替高

825 43 869

計 209,047 56,384

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

調整額
(注２）

タイヤ ＭＢ 計

その他
（注１）

合計

ＡＴＧ

報告セグメント

― 268,117

― 

10,613 276,045 △ 7,927 268,117

7,058 7,927 △ 7,927

268,1173,555264,562― 

売上高

外部顧客への売上高 208,222 56,340
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